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本研究では、福島第一原発事故によって衰退した原木シイタケ産業を復活させるために、屋外

の放射能汚染環境（～0.1μSv/h）においても原木シイタケ栽培に使用する立木を伐採前に非破壊

でスクリーニング検査可能な可搬型の放射能検査装置を開発した。これまでの非破壊検査装置は、

137Cs や 134Cs に起因した 600-800 keV のガンマ線を測定するため、外部からのガンマ線を遮蔽す

る必要があり、数十 cmの厚みの鉛を必要としており、装置全体の重

量が数トンを重く、据置型として利用することしかできなかった。 

そこで本研究では、137Cs の崩壊で生成される 137Ba の 32 keV 特

性 X 線に着目した。32 keV の特性 X線は 137Csの存在を示す指標と

して利用可能で、1 mm程度の薄い鉛で十分遮蔽できるため、軽量で

可搬性に優れた検査装置を実現できる。この装置が実現すれば、原木

林で伐採前の立木を検査することが可能になり、安全な原木林をそ

の場で選定することができ、無駄な伐採も抑制できる。本装置は、厚

み 1 cmの CsI (Tl)の結晶シンチレータを 3インチの光電子増倍管

に取り付けた検出器を 4 個使用した。検出器の周囲を遮蔽体で覆

い、外部の影響を遮蔽することで、木由来の特性 X 線のみを測定

できる。図 1に示すプロトタイプでは、遮蔽体として厚み 2 mmの

ステンレスを設置した。データの解析は、測定で得られたエネル

ギースペクトルをガウス関数と 3 次関数を組み合わせた関数でフ

ィッティングし、32 keVの特性 X 線の成分のみを抽出して計測数

を算出した（図 2）。 

2019年 11月に茨城県（空間線量は約 0.1 μSv/h）で 13 本の立木

の測定を行った。その後木を伐採し、放射能汚染のない実験室で

行った測定結果と比較したところ、相関係数が 0.87−0.26
+0.09 であり、

強い相関が得られ、屋外でも微量の放射能濃度を検出できること

を実証した。今後、測定した木を粉砕して Ge検出器での測定を行

い、放射能濃度への換算係数を決定する。 

図 1: 測定装置の外観 

図 2:立木の測定データの

解析による特性 X 線

成分の抽出 
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